
図 1　郊外論の系譜
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高度経済成長期（54~73） バブル景気日露戦争
（04～05） 関東大震災（23）

日中戦争
(37~45) 東日本大震災（11）阪神大震災（95）

石油危機
（73）

第二次世界大戦
(39~45)

新型コロナ流行
（2020～）

新型コロナ流行日清戦争
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1-2. 郊外論の系譜と対象資料　　まず、郊外がこれま
でいかなる文脈で論じられてきたのかを郊外論の系譜と
して関連する社会背景とともに図１に整理した。郊外は
1890年代後半から都市計画家や文筆家の論考に登場し、
自然讃美や無秩序に拡大する都市化の制御といった視点
から論じられる。高度経済成長期以降では、都市の拡大
の最前線として郊外への関心が高まり、以降都市計画家、
建築家による郊外論が多出するようになる。80 年代に
は都市形成史の一側面としての視点、90 年代には社会
学者による現代社会の象徴としての視点、00 年代には
都市の縮退を見据えた視点など、内容は多様化していく。
以上を踏まえ、本研究では郊外が議論の対象として広く
認識された 80 年代以降の建築家および建築専門家 1)（以
下、専門家）の郊外論を資料対象とした（図２）2）。
2. 都市と郊外の関係モデル　
　郊外とは都市との関係を前提とする領域的概念である
ため、都市とのいかなる関係を前提に郊外を論じるかは、
それぞれの論考の視点を捉える上で重要である。そこで
これを都市と郊外の関係モデル（以下、関係モデル）と

1. 序　
1-1. 背景と目的　　日本において、郊外は鉄道の建設
やモータリゼーションを背景に開発され、東京に代表さ
れる大都市では、広大な郊外が都心との境界なく連続
し、社会・経済的に結びつくことで巨大都市圏が形成さ
れた。このように近代都市の発展とともに変化してきた
郊外は、都市計画学や社会学といった様々な分野の専門
家によって議論の対象とされてきた。そうしたなかでも
建築家による郊外を主題とした論考（以下、郊外論）は、
建築家ならではの実体的及び体験的な視点から郊外を捉
え、都市を論じるものといえる。そこには没個性的な風
景や理想的な生活像などのステレオタイプ化したイメー
ジを超えた郊外に対する認識の広がりがみられ、そこか
ら見出される知見は、郊外を規定してきた社会構造が変
化しつつある現代における都市や建築のあり方を模索す
る上で重要であると考えられる。そこで本研究は、現代
日本の建築家の著した郊外論を対象とし、その内容を検
討することで、建築家の現代都市に関する思考の一端を
明らかにすることを目的とする。

Thoughts on Contemporary Cities in Japanese Architect's Theories on the Suburbs
日本の建築家の郊外論にみる現代都市に関する思考

奥山研究室　20M50453　番場　崇（BAMBA, Takashi）



図 4　都市と郊外の関係モデル
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家3 『都市に住みたい　何故 日本人は郊外に住むのか』（1992）/宮脇檀（建築家）
　せっかく都心から二時間も離れたところに来ても、緑が豊かにあるわけでもなく、住宅は
密集していて、郊外 の快適さは少しもない。
…下水道が整備されていないから個々の家毎に浄化槽をつけねばならず、道は農道を舗装し
ただけだから曲りくねって狭い。こんな住環境が、われわれがようやくの思いで多額の借金
をして、苦労して手に入れることができる 郊外 の住宅の有り様なのである。そんな住宅地
から我々は遠くの 都市 に通う。

郊外観 a
①意味内容：物的環境―居住環境
　　　　　　「居住環境は劣悪」
②時間の射程：現在の状況を捉える

①都市との関係の記述：あり
②包含関係：都市の外部
③領域的関係：独立
→B【都市対比】

 【都市対比】
建30「郊外の郊内化」（2009）/塚本由晴（建築家）
「郊外」と呼ばれて久しい土地は、東京などの都市といつも対比さ
れることによって、固有の問題が見えづらくなる。…「郊外」と
いう言葉が、住人にさえも地域の固有性を見えにくくさせている。
 【都心対比】
建28「ストリートスマートな建築へ」（2008）/宇野求（建築家）
日本の歴史的都心地域は…業務市街地へと姿を変えたが、それは
都市産業の形態として事務所で働く業態が主流となり定着してき
たからだった。こうした都心の動きと連動して郊外が誕生する。
 【連続】
専24「近代日本の郊外住宅地」（2000）/片木篤（建築史家）
都市近郊とは都市と田園の「中間」であり…　郊外住宅地とは地
域構造における「中間」の領域、社会構造における「中間」の階
級から成り立っているがゆえに、明示され得ないのである。
 【重層】
専31「空洞化・郊外化と都市」（2005）/中井検裕（都市計画学者）
大都市圏における最近の郊外住宅地開発では、「テーマ」を有し
たものが少なくない。このような…住宅地は、既成の郊外住宅地
よりさらに外側の、遠郊外に立地していることが多い。

2. 都市と郊外の関係モデル 3. 郊外観の意味内容と時間の射程
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 【郊外独立】 
建 33「地域に根付く「ローカルさ」の再構築」（2009）/ 吉良森子（建築家）
……建物はどんどん建て替わっていくのに、住宅の粒、隙間、そ
れを埋める緑からなるリズムは変わらない風景…心安く柔らかい
東京の郊外住宅地の固有なアーバニティがそこにはある。

して検討する。まず都市と郊外の関係に関する記述がみ
られるか否かを検討し、前者については都市と郊外の概
念的な包含関係に着目し、郊外を都市の外部として捉え
るものと、都市の一部として捉えるものに分類した（図
4 左）。次に都市あるいは都心との領域的な関係性に着
目し、それぞれが独立するもの、連続するもの、重層す
るものとして分類した（図 4 上）。これらの組み合わせ
から、関係モデルを位置付け、該当する資料の年代分布、
建築家と専門家の内訳を図 4 に示した。
　【郊外独立】は都市との関係を記述せずに郊外を論じ
るものであり、約半数が建築家による 10 年代以降のも
のであった。【都市対比】は都市と郊外を対比的に捉え
るもので、大半は建築家によるものであった。【都心対比】
は都市を構成する対の領域として都心と郊外を捉えるも
のであり、建築家、専門家ともにどの年代でも一定数み
られることから、郊外と都市との関係の最も典型化した
認識といえる。【連続】は都市あるいは都心と郊外を連
続的に捉えるものであり、建築家、専門家ともに同程度
みられ、なかでも歴史家が多くみられた。都心を郊外と
重層的なものとに捉える【重層】は、00 年代から多く
みられ、なかでも都市計画家によるものが多くみられた。
3. 郊外観の意味内容と時間の射程
　次に、郊外論の具体的な内容を捉えるため、各資料に
おいて郊外に対する認識や主張が読み取れる箇所を郊外
観として抽出し、その内容を検討した。その結果、《都

市構造》《物的環境》《意味》《活動》から大枠捉えるこ
とができた（図 5）。さらに、これらには執筆当時だけ
でなく、それ以前 / 以降の郊外の状況を題材とするもの
もみられたことから、これを時間の射程として検討し、
図 5 に併せて示した。
　《都市構造》は都市との関係の総体を通して郊外を論
じるものであり、具体的な都市空間における空間的なに
着目した［空間的構造］、郊外形成の前提となった都市
計画制度や出来事に着目した［社会的構造］、都市にお
ける郊外の機能に着目した［機能］から捉えた。専門家
による都市形成史的視点から郊外を論じるものが 80 年
代以降多くみられるのに対し、建築家は 00 年代後半以
降が大半で、今後の展望や予測を論じるものが多くみら
れ、これらは都市構造の変化に対する提言を建築家的視
点から行うものといえる。
　《物的環境》は郊外における実体的な環境のあり方を
論じるものであり、居住地としての環境的特徴を論じる

［居住環境］、建物単体に着目する［建物］、郊外の景色
に着目する［風景］から捉えた。［居住環境］と［風景］
が大半であったことから、郊外の物的環境に対しては、
個々の建物よりも郊外全体の環境のあり方が考察の対象
となる傾向にある。
　《意味》は都市や社会における郊外の価値やイメージ
を論じるものであり、都市との関係から生じる性質に着
目した［都市性］、郊外という場所そのものの特異性に



図 5　郊外観の意味内容と時間の射程
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　建築家の郊外観
　専門家の郊外観
郊外論の発表年にプロット

時間の射程
　　　  現在的状況を捉える
　　　  過去を通して現在を捉える
　　　  未来への展望や予測を示す

　　　  具体的な時期の記述あり
　　　  捉えていない時期

凡例

着目した［場所性］、人々が抱く郊外に対する価値観に
着目した［大衆イメージ］から捉えた。著者の属性に着
目すると、［場所性］では建築家と専門家が同程度みら
れたのに対し、［都市性］では建築家が専門家の 2 倍程
度みられた。これより、都市との関係から郊外の性格を
再解釈する建築家特有の傾向を指摘できる。また、郊外
を「場所の成熟」と捉える郊外観は建築家のみにみられ、
没場所的と論じられることの多い郊外を捉え直す建築家
ならではの郊外観であるといえる。
　《活動》は郊外での人々の生活を論じるものであり、
コミュニティに着目する［地域］と個人に着目する［生
活］で捉えた。［地域］では専門家が、［生活］では建築
家が多く、特に「郊外における新たな生活像」などの意
味内容で未来への時間の射程をもつものが多い。これは
郊外住宅地での住宅設計といった活動を通して、ボトム
アップ的に新たな郊外像を模索する建築家特有の視点と
いえる。
4. 郊外論にみる現代都市に関する思考
4-1. 建築家の郊外論にみる現代都市に関する思考
　2 章で位置付けた関係モデルと、前章で検討した郊外
観の意味内容について、建築家と専門家を比較しながら
総合的に検討した（図 6）。まず、建築家、専門家で傾
向の違いがみられた【郊外独立】【都市対比】【都心対比】
についてその特徴を検討する。
　【郊外独立】【都市対比】では、建築家においては《都
市構造》がなく、さらに専門家ではほとんどみられなかっ
た《活動》が一定数を占めるという特徴がみられた。こ
のことは、都市の外側にあるものとして郊外を論じる場
合、都市生活で失われた郊外ならではのコミュニティや
ライフスタイルへの考察が建築家独自の視点として指摘
できる。
　さらに、【郊外独立】では建築家は《物的環境》が大
半を占める（12/18）ことから、都市から分離して郊外
での住宅のあり方やそこでの生活といった体験的な視点
から郊外を評価しようとしているといえる。
　【都心対比】では、専門家において《都市構造》が過
半を占めたのに対して、建築家では《物的環境》《意味》
も同程度占めていた。これより、都市の一部として郊外
を論じる場合、郊外外風景の再評価や郊外特有の場所性



建7a「都市型でなく田園住宅でもなく、新興住宅」（1994）/横河健（建築家）
関係モデル :【連続】/意味内容 :《意味》「大衆イメージ」/エリア : 東京 洗足（近郊外）
郊外であった「洗足」が都市化されたということでなく、…商業地域と住居地
域が混在したままその円周を広げ、郊外型とか都市型の区別なくその中に取り
込まれただけのことだと見たほうがよい。つまり、都市化でなく混沌化した…

建4c「サバーバンステーション」（1993）/青木淳・花田佳明（建築家）
関係モデル :【都市対比】/意味内容 :《活動》「生活」/対象エリア : -
分断された「個人」同士が、もう一度、自発的・主体的に新しい形式…でつながっ
ていく可能性がある。…そのような意志をもった「個人」の潜在するエリアが、
現在の「郊外」ではないか
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建 24「不透明な住宅」（2007）/山中新太郎（建築家）
関係モデル :【郊外独立】/意味内容 :《物的環境》「風景」/対象エリア : 埼玉 幸手
いかにも郊外っぽい建売りやプレファブの建物と、……大きな空。日本のどの
郊外とも見分けがつかないような穏やかさと凡庸さは、むしろこの場所の匿名
的な特徴といえるかもしれない。
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建46a「都市文化の現在地」（2015）/門脇耕三（建築家）
関係モデル :【重層】/意味内容 :《活動》「生活」/対象エリア : 東京 調布（近郊外）
都心と郊外のはざまの住宅地では、使われなくなった住宅や、…空いた一室な
どを利用して、小さな商いが営まれる光景が、珍しいものではなく……生活と
の連続性を保ったままの、生産的な都市文化になることだろう。

建41a「縮小社会の「郊外」」（2013）/藤村龍至（建築家）
関係モデル :【都心対比】/意味内容 :《都市構造》「社会的構造」
三～四〇年前、都市の拡大局面に際して人工的に生み出された郊外という空間は
…価値の低い、切り捨てられるべき場所であるかも知れない。しかし、…都市計
画が郊外のマイノリティの生活を切り捨てるようなものであってもならない。
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図 6　建築家の郊外論にみる現代都市に関する思考

図 7　東京圏を対象とした建築家の郊外論の地域的特徴

といったさまざまな観点から都市における一つの現象と
して郊外を論じるという特徴を見出した。
　【連続】では建築家においてと《意味》が多くみられ、
都市と郊外の連続を、観念的側面から論じるものである
といえる。
　【重層】では明確な傾向の違いは見られなかったが建
築家において《意味》のなかでも「都市性」が多くみら
れた。このことから、建築家は都市の重層した場所の性
質を都市と関係づけて論じているといえる。
4-2. 東京における郊外論の地域的特徴
　資料とした郊外論には、東京の具体的な地域において
郊外を論じるものが多くみられたため、郊外観の具体的
な対象地域を確認し、23 区、近郊外、遠郊外とに分類
した 2）。建築家では近郊外、遠郊外を対象とする場合が
多いのに対し、専門家では 23 区が多くみられた。これ
は建築家が具体的な住宅の設計などを通して近郊外、遠
郊外に着目することが多いのに対して、専門家は、都市
形成史的な視点から初期の近代郊外住宅地に着目するこ
とが多いためであると思われる。

　【重層】の割合に着目すると、建築家では 23 区、近
郊外に多くみられるのに対し、専門家では近郊外、遠郊
外に多くみられた。このことから、建築家は都心と郊外
の間に新たな性格をもった領域を見出すなど、都心方向
に重層的に捉える傾向があるといえる。
5. 結　　以上、建築家の郊外論を市と郊外の関係モデ
ルと郊外観の意味内容から検討した。その結果、郊外を
都市と分離的に捉え、郊外ならではの活動に着目し新た
な郊外像を模索するものがみられ、また郊外を都市の一
部として捉え、物的環境や意味の側面から論じるものと
いった建築家の郊外論の典型を見出すことができた。さ
らに、郊外に対する認識が都心との距離に応じて変化す
ることを明らかにした。これらは社会的状況応じて変化
する現代都市を郊外との関係という観点から捉え直すた
めの新たな視座を示すものであると考えられる。

建築・都市計画家、歴史家、評論家を建築専門家と定義した。
「郊外」をタイトルに含み、郊外を主題とした論考を国立国会図書館オンラインの検索シ
ステムなどを活用して収集したものに加え、書籍・主要な建築系専門誌（『新建築』『住宅
特集』『建築文化』『都市住宅』『10+1』）に発表された論考のなかから、郊外に関する明
確な主張がなされていると考えられる論考を補助的に加えた 65 資料を建築家の郊外論と
し、専門家の郊外論についても同様に書籍を中心に収集した。
都心から 40km 圏内かつ 23 区外の地域を近郊外、都心から 40km 圏外を遠郊外と定義
した。

1）
2）

3）


